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【
外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
教
育

支
援
】

問
白
馬
北
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
で
、

外
国
人
を
保
護
者
に
持
つ
家

庭
を
主
に
話
を
聞
く
場
が
持
た
れ
た
。

そ
の
中
で
も
進
学
関
係
、語
学
の
不
安

が
あ
っ
た
の
で
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い

し
た
い
。進
学
を
見
据
え
た
日
本
語

学
習
の
小
中
学
校
サ
ポ
ー
ト
体
制
に

つ
い
て
は
。

答
週
に
１
時
間
の
日
本
語
指
導

教
室
で
は
、日
本
語
だ
け
で

な
く
教
科
の
学
習
内
容
を
理
解
す
る

た
め
の
学
習
を
し
て
い
る
。保
護
者

に
も
日
本
の
教
育
、高
校
の
受
験
の
仕

方
も
丁
寧
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

問
日
本
語
指
導
教
室
が
週
に
１

時
間
だ
け
で
は
日
本
語
を
習

得
で
き
ず
悩
ん
で
い
る
生
徒
の
話
も

聞
い
て
い
る
。自
治
体
の
学
習
支
援

だ
け
で
な
く
、選
択
肢
を
増
や
す
こ
と

も
大
事
で
は
。ネ
ッ
ト
環
境
さ
え
整

え
ば
、場
所
を
選
ば
ず
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
日
本
語
教
室
を
ウ
ェ
ブ
で
提
供
す

る
実
績
高
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
外
部
機
関
を
活
用
し
て

は
い
か
が
か
。

答
先
進
自
治
体
の
教
育
教
材
や

子
供
た
ち
に
出
す
お
便
り
な

ど
、文
部
科
学
省
が
集
約
し
た
カ
ス
タ

ネ
ッ
ト
と
い
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
あ

る
。こ
う
い
っ
た
も
の
を
活
用
し
て

情
報
提
供
も
学
校
を
通
し
て
外
国
籍

世
帯
に
周
知
す
る
こ
と
も
可
能
と
考

え
て
い
る
。

問
就
学
前
の
外
国
人
児
童
生

徒
、保
護
者
向
け
の
就
学
ガ

イ
ダ
ン
ス
の
充
実
や
プ
レ
ス
ク
ー
ル

等
の
実
施
は
。

答
今
の
村
の
状
況
で
は
非
常
に

難
し
い
。今
後
研
究
し
て
い

く
べ
き
部
分
で
あ
る
。

答

問 職員離職について
庁内での精査は
退職理由は
　個々に聞いている

【
庁
内
の
職
場
改
善
】

問
昨
年
度
か
ら
の
新
卒・
中
途

採
用
数
と
離
職
率
は
。

答
平
成
30
年
は
、一
般
職
の
新

卒
区
分
３
名
、社
会
人
枠
区

分
３
名
で
、専
門
職
は
３
名
。29
年
は

新
卒
区
分
１
名
、専
門
職
２
名
の
採

用
。中
途
退
職
者
数
は
、30
年
度
で
４

名
、29
年
度
で
４
名
と
な
り
、う
ち
勤

務
年
数
３
年
以
内
の
退
職
者
は
３
名
。

こ
の
２
年
間
で
勤
務
年
数
３
年
以
内

の
離
職
率
は
2
7
·
３
％
。

問
役
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
関
係
の
相
談
件
数
や
内
容

は
。答

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
事
象

で
退
職
が
あ
っ
た
と
の
把
握

は
し
て
い
な
い
。個
々
の
職
員
の
事

象
は
個
々
に
理
由
を
聞
い
て
お
り
、理

由
は
多
岐
に
わ
た
る
。

問
職
員
の
悩
み
相
談
の
場
と
し

て
役
場
に
は
衛
生
委
員
会
が

あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、形
骸
化
し
て
い

て
改
善
が
必
要
と
い
う
こ
と
は
な
い

か
。答

第
三
者
的
で
は
な
い
の
で
、

相
談
が
し
づ
ら
い
と
こ
ろ
も

あ
る
。町
村
会
の
公
平
委
員
会
で
の

苦
情
相
談
制
度
が
第
三
者
的
な
町
村

で
や
っ
て
い
る
処
理
の
仕
方
。職
員

の
ほ
う
に
は
周
知
し
て
い
る
。

 

田中麻乃 議員

他自治体が作成したコンプライアンスハンドブックや職員自らが業務改善計画を冊子にしたもの。
白馬村行政もコンプライアンスマニュアルを職員に徹底していただきたい。

左人事院、中央佐渡市、右橋本市。

外
国
人
生
徒
へ
更
な
る
日
本
語
教
育
充
実
を

答 問
効
果
的
な
教
育
支
援
を
進
め
た
い
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